
































「動詞のテ形 ＋ 動詞のテ形 ＋ スル」という表面上の形式を持つ表現全体をテ形重複表現と呼ぶ。
†宇都宮大学 教育学部（連絡先：mtani@cc.utsunomiya-u.ac.jp　谷 光生）
徳島方言におけるテ形動詞の重複表現について























方言・山岳方言・南部海岸方言に下位区分されよう。（土居 1975: 317）」とあるように四種 認める
































































































































































































（11） a.  髪の毛がもつれてもつれてしている。（= （6d））
　　 b.  噴火して噴火してするのに，原子力稼働させよるけんな。（= 6e））
　　 c.  雨が降って降ってした。（= 10b））
　　 d.  空が晴れて晴れてした。（= 10d））
　　 e.  暇があってあってして，退屈じゃ。（= 10e））











（13） a.  *走って走って 一所懸命 した。（Cf. 一所懸命 走って走ってした。）
　　 b.  *雨が降って降って すごい した。（Cf. 雨が すごい 降って降ってした。）
　　 c.  *食べて食べて すごい した。（Cf. すごい 食べて食べてした。）
さらに，次に示されるとおり，下位事象全体を包含するような時間表現を用いることはできるも
のの，それぞれの下位事象に時間表現を加えることはできない。











































































（28） a.  行テ行テジャワ。 （森 1982:358）
　　 b.   アノ爺サン，マダアルカ知ラン？アラントカラニ　アッテアッテジャワ。元気ナ人モアル
モンジャナー （森 1982:343 [下線は谷]）
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